
第１学年 生活科学習指導案 

 

 

１ 単元名 いきものとなかよし 

 

２ 単元設定の理由 

（１）  単元に関する児童・地域の実態 

 春みつけの際に校庭でダンゴムシをたくさん見つけた。虫が苦手な児童でも，友達の手のひらに

乗ったダンゴムシには興味津々になり，覗き込むように観察していた。また，６月には休み時間に，

２年生のお姉さんがダンゴムシのたまごが孵りそうだと教えてくれて，赤ちゃんの誕生の瞬間を目

にした児童もいる。学校では生き物と触れ合う機会は，その程度であった。 

本単元に入る前にアンケートをとると，虫が好きで触ることができると答えた児童はちょうど半

数であった。セミの抜け殻も触ることができない児童も少なくなかった。博士と言われるほど虫に

詳しい男子児童もいるが，その他の児童は知識もあまりない。そこで，本単元で虫探しに出かけて，

身の回りには様々な生き物がいることを知り，観察を続けてみたいと思う生き物を自分で選ぶこと

で苦手意識への壁を低くし，そこから他の生き物への興味も持たせたい。 

このような実態にある児童にとって，継続的に生き物に寄り添い，知っていくことを通して，生

き物と仲良くなり大切にしようとする活動は，大変意義深いと考える。 

（２）  単元について 

 生き物への親しみの感情を高めるために，まずはこの単元を通して生き物について詳しく知る機

会を十分に取りたいと考えた。そこで，常時活動の飼育の仕方を工夫し，生き物と関わる時間を少

しでも多くとることにする。タブレットで写真や動画を活用したり，グループごとに毎朝の生き物

の世話をしたりする時間を確保する。そして，生き物のことを友達同士で伝え合う活動を通して，

生き物を見ただけで嫌だと思う先入観を払拭し，少しでも生き物に触れてみようかなと寄り添う心

を抱かせたい。 

また，生き物に対する継続的な世話や関わりを通して、生き物も自分たちと同じように命がある

こと，成長していることに気付くとともに，生き物を大切にすることができるようにすることを目

指している。 

 

３ 単元の目標 

 身近な生き物を探したり飼ったりする活動を通して，それらの育つ場所や，変化の様子に関心を

もって働きかけ，それらは生命をもっていることに気付くとともに，生き物への親しみをもち，適

切な世話をし，大切にしようとすることができるようにする。 

 

４ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

 身近な生き物を探したり

飼ったりする活動を通し

て，身近な生き物は生命を

もっていることや成長して

いることに気付いている。 

身近な生き物を探したり飼

ったりする活動を通して，身近

な生き物の育つ場所，変化や成

長の様子に関心をもって働き

かけている。 

身近な生き物を探したり飼った

りする活動を通して，生き物への

親しみをもち，大切にしようとし

ている。 

 

 



５ 学習指導計画（７時間） 

第１次 いきものをさがそう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間  

第２次 いきものとなかよくなろう・・・・・・・・・  ３時間（本時２／３） 

第３次 いきものをしょうかいしよう・・・・・・・・・・・・・・・２時間  

 

６ 単元構想（７時間） 

（ア：知識・技能 イ：思考・判断・表現 ウ：主体的に学習に取り組む態度） 

学習活動 児童の意識の流れ 活動の主な支援 評価規準 

（評価方法） 

第１次  

いきものをさ

がそう  

（２時間）  

 

・校庭などに

出かけ，生き

物を探したり

観察したりす

る。  

・生き物を探

したり捕まえ

たりする。  

・捕まえた生

き物を友達と

見せ合い，生

き物の様子な

ど を 話 し 合

う。  

 

 

 

第２次  

いきものとな

かよくなろう  

（２時間）  

 

・自分が飼い

たい生き物を

決め，飼い方

を調べる。  

・生き物を飼

う。  

（常時活動）  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

〇夏休み中に見つけた

生き物や，校庭で生き

物 を 見 つ け た 児 童 の

話 を 聞 く 場 を 設 け ，

「生き物を探したい」

「見たい」など，学習

活 動 へ の 意 欲 が 高 ま

るようにする。  

〇校庭の配置を簡単に

示 し た マ ッ プ で 確 認

したり，生き物を見つ

け た 児 童 の 話 を 聞 い

たりして，生き物のい

そうな場所を予想し，

活 動 し た い 場 所 を 見

通す。  

〇教科書５９ p「やくそ

く」を見て，内容を確

認する。  

〇虫の名前を知りたい

児童には巻末「ポケッ

トずかん」や教室にあ

る 図 鑑 の 活 用 を 勧 め

る。  

〇タブレットの写真や

動画で記録できるよ  

うにする。  

    （常時活動）  

○自分の観察したい生き

物を決める時には，責

任をもって飼育するよ

う声かけをする。  

○今まで世話をしてきた

ことを想起させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 積極的に生き

物とふれあってい

る。   

（行動）  

ア 校庭の生き物

の特徴や育つ場所

に気付いている。   

（行動）  

イ これまでの経

験から世話の仕方

を想像し，世話の

仕 方 を 決 め て い

る。  

（会話・行動） 

イ 餌やりや掃除

などをしながら虫

の様子を観察し，

虫に合わせた世話

をしている。     

（行動）  

 

 

 

虫のことをすこし

すきになれたよ。  

触ってみ

たいな。  

かわい

いな。  

げんきに動きま

わっているね。  

新しい草をあげる

とよろこぶかな。  

生き物を飼ってなかよくなろう 

教室に連れて帰って飼ってみたいな。  

○○さんは虫をじょうずに捕まえてすごいな。  

どうやって飼えばいいかな。  

この虫は何という名前かな。  

生き物を捕まえて観察しよう 

触れるようになったダンゴムシをまた捕まえ

たいな。  

草がたくさんある場所はどこだったかな。  

苦手だけど，友達と一緒に見てみようかな。  

 

生き物を探そう 

・春にダンゴムシを見つけたよ。  

・せみの抜け殻をいっぱい拾ったよ。  

・夏休み中にカブトムシを見つけたよ。  



 

 

 

 

 

 

 

第３次  

いきものをし

ょうかいしよ

う（３時間）  

 

・ 写 真 を 撮

り，ペイント

する。  

・ペイントを

通して気付い

たことなどを

書く。  

・グループで

伝え合う。  

・グループご

と に 発 表 す

る。  

（ 本 時 ２ ／

３）  

 

 

 

 

 

 

 

・単元のまと

めをし，生き

物をこれから

どうするのか

話し合い，元

にいた場所に

帰す。  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○飼育を続けていて愛着

がわいてくる気持ち

や，苦手意識の強かっ

た子が少しずつ慣れる

感覚を受け止め次時へ

とつなげる。  

〇タブレットの使い方な

ど適宜，指導・支援を

行う。  

〇ペイントをすることに

よって，形や色につい

ての気付きや，目や足

などのからだのつくり

について知ることがで

きるようにする。  

〇ペイント後，気付いた

ことを書くことができ

るように声掛けし，グ

ループごとの話合いを

充実させる。  

○他のグループの発表を

電子黒板に掲示し，互

いの理解を深める。  

〇生き物の変化や生命

を も っ て い る こ と に

気付かせる。  

〇友達が育てた虫と比

べてみたり，友達の気

付 き に よ っ て 自 分 た

ち を 振 り 返 っ た り し

て，気付きの質を高め

られるようにする。  

 

○今までの活動を振り

返り，これからも生き

物 を 大 切 に し よ う と

する意欲を高める。  

ア 生き物のから

だについてどんな

特徴があるか，ど

んなものが好きな

の か 気 付 い て い

る。  

（タブレット・  

発言）  

 

イ 飼育している

生き物の特徴や好

き な も の に つ い

て，気付いたり考

えたりしたことを

グループの友達と

伝え合っている。  

（タブレット・  

発言）  

 

 

ア 生き物が変化

していることや，

生命をもっている

ことに気付いてい

る。   

（発言）  

 

 

 

 

イ なかよくなっ

た生き物のことや

心を寄せて世話し

てきたことなどを

振り返り表現して

いる。  （発言）  

ウ 生き物の様子

に応じて世話の仕

方を変えることの

大切さを実感し，

これからも生き物

を大切にしようと

している。  

（発言・行動） 

まとめをしよう 

ほかの生き物も知ることができてよかったな。  

コオロギ苦手だったけれど，友達の発表をきい

て，いいなと思ったよ。  

他の虫と  にているところがある。  

同じ虫でも大きさがちがうね。  

クラスのみんなに紹介しよう 

バッタの足は長くて，

とげとげがあるよ。  

よく見たら目

があった。  

バッタのジャンプのことを

僕がまねをして伝えよう。  

メダカはとうめい

のところがある。  

茶色でもいろいろ

な茶色がある。  

紹介する準備をしよう（本時２／３） 

生き物とな

かよくなれ

てうれしい

な。  

新しい餌

をやると

食べてく

れた。  

喜びそうな部屋

にするために教

科書を見ながら

つくったよ。  

これまでのお世話を振り返ろう 



 

 

７ 本時の学習 

（１）  目 標 

飼育している生き物のからだの特徴や生き物の好きなところに気付き，友達と伝え合ってい

る。 

 

（２）  展 開                           （○：指導  □：評価） 

学習活動 指導上の留意点と評価規準 

１ 本時のめあてや活動内容を確認する。 

 

 

 

 

２ 前時にペイントした MetaMoji を起動し，飼育し

ている生き物について，気がついたことを書く。 

  

 

 

 

３ 気付いたことや思ったことをグループで話し合

い，同じ意見をまとめたり，友達の新しい気付きを

自分のワークシートに書き足したりする。 

  

○前時までの活動を振り返り，本時の活動

に見通しをもつことができるようにす

る。 

 

 

○自分の気付きや思ったことをグループ

内で話すだけに終わらず，そこからグル

ープの気付きとしてまとめられるよう

に声かけをする。 

 

〇観察記録として撮ってきた写真や動画

なども参考にしながら考えさせる。 

□飼育している生き物のからだの特徴や

生き物の好きなものに気付いている。 

（ア タブレット・発言） 

 

 

 

 

 

 

○グループでの話合いで，新たに気付いた

ことは自分のタブレットに書き足すよ

うに促す。 

□気付いたことを伝え合っている。 

（イ タブレット・発言） 

・生き物のことがすきになったよ。  

・はじめは，触れなかったけれど，なかよく

なって触れるようになったよ。うれしいな。  

・お世話は少し大変だったけれど，新しい草

をあげると喜んでくれたからうれしかった

よ。  

・小さくてもいっしょうけんめい生きている

んだね。これからも生き物を大切にしよう。  

・かわいそうだからもとの場所にかえしてあ

バッタの足にはとげとげがあるのに

気付かなかったから書いておこう。  

メダカが餌を食べているときの口を

まねして，みんなにつたえよう。 

ヤマトシジミには点々

の模様があるね。  

メダカのからだはとうめいのところ

とオレンジ色のところがあるよ。  

草の下によく

かくれるね。  

ダンゴムシにも

目があるね。  

コオロギはいろいろ

な茶色があるよ。  

いきものの とくちょうや すきなものに

ついて ともだちと つたえあおう。 

ともだちとつたえあおう。 

カナブンは緑色や茶

色い色もあるね。  



 

 

４ 次時への活動への見通しをもつ。 

 

 

 

〇次時は学級全体で発表し合うことを伝

える。 

（３）    

「十分満足できる」と判断

できる状況 

飼育している生き物の特徴や好きなものについて，気付いたり考え

たりしたことをグループの友達と伝え合っている。 

「おおむね満足できる」状

況にするための手立て 

友達の話を聞いて，実物を観察し，本当にその特徴があるかどうか

確かめるようにする。 

 


